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名古屋市はユネスコが認定するデザイン都市です
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揚輝荘／株式会社松坂屋の初代社長・15代伊藤次郎左衛門祐民氏が、大正から昭和
初期にかけて覚王山・日泰寺の東南に隣接する約1万坪の森を切り開いて築かれた、名古屋
市郊外別荘の代表作。その構築は大正7年（1918）、茶屋町本家から三賞亭を移築したこ
とにはじまり、約20年で完成。最盛期には30数棟が威容を誇っていた。平成18年度末
（2007）に主要な部分として保存された庭園と建物が名古屋市に寄贈。平成20年（2008）
5月に、5棟の建物（聴松閣、揚輝荘座敷、伴華楼、三賞亭、白雲橋）が同市指定有形文化財に
指定。順次、修復整備が行われ、市民共有の歴史・文化資産として保存活用事業が進めら
れている。南園に現存する「聴松閣」は迎賓館として造られた、揚輝荘を象徴する洋館。
■揚輝荘「聴松閣」 木造＋鉄筋コンクリート造／地上3階地下1階建　建築面積258.69
㎡、延床面積750.05㎡、高さ12.50m ■昭和12年竣工、平成19年名古屋市に寄贈、
平成20年名古屋市指定有形文化財に指定、平成23年9月より修復整備、平成25年8月公開
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デザインツアー：揚輝荘「聴松閣」でクラシックを楽しむ　申込書
Ｆax: 052-265-2107

tour0929@creative-nagoya.jp e-mailでご応募の場合は、件名を「9・29デザインツアー応募」
として上記の内容をお送りください。E-mail:

お名前
（代表者)

年齢

ご住所

Tel Fax E-mail

応募受付：2013年8月1日（木）～31日（土）※必着

ふりがな ふりがな

お名前
（同伴者)

参加人数 ご所属先（会社名、学校名、職業など）

（〒　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　）

才
年齢

才

人

クリエイティブ・デザインシティなごや「9・29デザインツアー」係
〒460-0008 名古屋市中区栄3-18-1
ナディアパーク・デザインセンタービル6階 株式会社国際デザインセンター内 
Tel：052-265-2104    Fax：052-265-2107　
E-mail : tour0929@creative-nagoya.jp

昭和初期にタイムスリップ

揚輝荘「聴松閣」で クラシックを楽しむ
デザイ

ンツア
ー

参加者募集
修復整備を終え今年８月に公開される揚輝荘（ようきそう）・南園「聴松閣
（ちょうしょうかく）」を中心に、インタープリター（専門家）の解説を交え見学、
昭和初期の名建築をクラシック演奏とともに堪能します。揚輝荘は、株式会社
松坂屋の初代社長・伊藤次郎左衛門祐民氏の別邸が名古屋市へ寄贈され
たもので、名古屋市郊外別荘の代表作のひとつ。現存する日本最古の
オーケストラ、東京フィルハーモニー交響楽団に発展した「いとう呉服店
少年音楽隊」は、現・松坂屋のいとう呉服店が明治44年（1911）に結成。
今回、修復された「聴松閣」の多目的室（旧舞踏場）でサロンコンサートを開
催し、往時を偲び、歴史・文化資産を未来へつなぐひとときをお届けします。

2013年 9月29日（日）14:45～18:00 （14:30～受付）
会　場 ： 揚輝荘・南園（〒464-0057名古屋市千種区法王町２-５-17）
参加費 ： 1,000円（※入館料含む）／人 　　  対　象 ： 一般（※中学生以上）　　
定　員 ： 40人（※1応募あたり2人まで  ※応募多数の場合抽選）  

タイムスケジュール

インタープリター

演奏者

揚輝荘・南園
アクセス

14:30～ 　　　受付 
14:45～16:30　ガイドツアー（グループに分かれ「聴松閣」を中心に揚輝荘を散策） 
16:30～18:00　「聴松閣」解説とトリオdeブランチ・サロンコンサート
18:00　　　　　終了（予定） 

NPO法人揚輝荘の会／（公社）愛知建築士会 
佐藤　 允孝　（NPO揚輝荘の会 事務局長　学芸員）
水谷　 友彦　（NPO揚輝荘の会 副理事長　建築士）
臼井　 弘明　（NPO揚輝荘の会 会員　建築士）
長谷川 利伯　（NPO揚輝荘の会 会員　建築士）

トリオdeブランチ／名古屋フィルハーモニー
交響楽団のヴァイオリン奏者・矢口十詩子、
オーボエ奏者・山本直人、ピアノ奏者・石川ひ
とみの3人が1999年に結成した異色トリオ。
オーケストラの花形ヴァイオリンとオーボエ、
そして名脇役のピアノによって繰り広げられ
る多彩な音と軽妙なトークで、カジュアルな
演奏会が幅広い年齢層に好評を得ている。
クラシックはもちろんポップス、流行歌など
200曲以上のレパートリーを、それぞれの楽
器の特長を生かしたアレンジにより演奏、
ジャンルを超えた活動にチャレンジしている。

お問い合せ先 地下鉄東山線
覚王山駅1番出口より、
北へ約500m、
徒歩約7分 末盛

広小路通

日
泰

寺
参

道

２番出口

旅館みのや

至日泰寺 揚輝荘
聴松閣

南園

１番出口

地下鉄東山線 覚王山駅
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